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過去問題（令和５年度北区登録手話通訳者認定試験問題） ※一部抜粋 

教養試験問題  

【１】 ①～⑮の番号を選んで《  》内に記入してください。 
 

《   》（当時：全日本聾唖連盟長）は 1950（昭和 25）年 3 月の『日本聾唖ニュース』にて全国の《   》

に手話の出来る《   》の設置を主張しました。この主張は、その後《   》年間弱の間、《   》

が主張する全日本ろうあ者大会のスローガンとなりました。 
 

① 山本有三 ②藤本敏文 ③伊東雋祐 ④役所 ⑤福祉事務所 ⑥公的施設  

⑦ 福祉司 ⑧保健師 ⑨職員 ⑩30 ⑪20 ⑫10 ⑬全日本聴覚障害者団体連合会  

⑭全日本ろうあ連盟 ⑮全国聴覚障害者協会  

 

【2】 A～M の中から選んで《  》内に記入してください。 
 

《  》と言うのは、日常的に発音される音の単位です。《  》は単独の《  》を含みますから、それ

は日常的に発音されるわけではありません。 

《  》というのは音の長さです。例えば、「学校（がっこー）」は音節数としては《  》音節になります。 

 

A. 音節  B.2 音節  C.拍（モーラ） D.音素  E.子音  F.母音  G.促音  H.長音 

I.アクセント  J.リズム  K.1  L.2  M.3 

 

【3】次のそれぞれの文において、アとイのどちらのことばを使うのが正しいか。正しい記号に〇を付けて

ください。 

 

 １、あいづちを（ア入れ イ打ち）ながら、友だちの話を聞いていた。 

 ２、それは、作家が心血を（ア注いだ イ傾けた）作品です。 

 ３、主君に（ア弓 イ弓矢）を引いた者たちは、みなほろぼされた。 

 ４、彼は（ア舌先 イ口先）三寸で相手をまるめこんだ。 

 ５、オリンピックに照準を（ア当てて イ合わせて）練習してきた。 

 

【4】次のカタカナを、送り仮名が正しくなるように、漢字とひらがなで書いてください。 

 

１、スコヤカに育つ。    （       ） 

２、ココロヨク承知してくれた。   （       ） 

３、今日は寒いので、アタタカクして寝る。 （       ） 

４、支払いがトドコオル。   （       ） 

５、ワズラワシイ手続き。   （       ） 

 

作文 

「手話通訳者を目指した理由と今後手話通訳者として活動する中で壁に当たった際に、どのように乗り越え

るかを今までの経験を踏まえて記入してください。」 

 

文章表現 

「高血圧をそのままにしておくと、いろいろな病気につながるリスクがあります。」 


